
令和５年度 ヤングケアラーに関する専門部会

１．令和４年度 第１回専門部会

開催日時

令和4年6月8日 18：00～19：40 であえーる会議室1

主な意見等
・ヤングケアラーという言葉を最近聞くようになったこともあり、デートＤＶと同じように当事者が気付いていな
いと思う。
・お手伝いなのか、担っているのか、境目が難しいと思う。本人からも、判断が難しいのかなと思う。
・本人が気付きにくい問題と皆さんからも指摘があったが、周りの大人も気付きにくい。
・子育て支援センターに何もかも集中して、家庭相談員が大変だと思う。現状でも既に大変なのに、パンク
してしまう。
・ヤングケアラーは、18歳で区切って大丈夫だろうか。大学生でも、小学生の頃からずっとヤングケアラーとい
うことで、見逃されているケースもある。
・ヤングケアラーは、虐待の扱いに近いイメージ。
・自分の家族を相対化することで、他の家と違うことに、声をあげても問題ないということを認識させるのも教
育だと思う。
・今回の専門部会で特によかったことは、家族支援だということがはっきりしたこと。

２．令和４年度 第２回専門部会

開催日時

令和4年10月21日 18：00～19：15 であえーる会議室1

主な意見等
・現状の相談件数を見ても、かなりの数であり、特に虐待対応件数も増えている状況を見ると、増員を検討
すべきでは。
・北海道の実態調査結果から、内容も知っている子どもが思ったよりも多い印象。
・LINEを夜にするというのはよくあることだが、返信を翌日に1人でするというのは、自身の判断だけでなく、いろ
いろな判断も必要になる。
・前回の会議でも確認したが、ヤングケアラーの支援は子どもへの支援だけでなく、家族への支援ということ。
・まだ具体的な支援の形が見えていないので、そこが見えてくると手も挙げやすくなってくると思う。信頼関係の
構築も大事だが、見通しもわからないと声もあげにくい。

現状の相談体制について

・市内の実態について
→毎年実施している実態調査の結果。

・担当職員のスキルアップ
→関係職員が講演会や研修会に参加し、知識等の向上を図った。

〇令和5年度 ヤングケアラー支援に係る連絡協議会（道央ブロック）
主催 北海道教育庁学校教育局生徒指導・学区安全課
開催日時 令和5年8月4日（金）１０時３０分～１２時００分
実施方法 オンライン実施
協議題 「ヤングケアラーの支援のため、各機関ができる支援と継続的な支援体制構築に関する課題について」

参加者 指導室 池津主査
子育て総合支援センター 宮向

〇令和5年度 ケアラー支援講演会
主催 栗山町 栗山町教育委員会

栗山町社会福祉協議会
開催日時 令和5年9月２８日（木）１８時００分～２０時００分
開催場所 くりやまカルチャープラザ「Eki」
講師 島根大学 法学部法経学科 教授 宮本 恭子 氏

「見守り・支援って何だろう？ ～ヤングケアラーの子どもたち～」
参加者 子育て総合支援センター 吉原・宮向

〇令和5年度 ケアラー支援機関職員等研修 基礎研修（動画研修）・応用研修（集合研修）
主催 社会福祉法人北海道社会福祉協議会（ケアラー支援関係機関職員等研修事業受託者）
開催日時 令和5年11月1日（水）１３時００分～１６時００分
開催場所 岩見沢市コミュニティプラザ２階 多目的ホールA・B
講師 旭川市 新旭川・永山南地域包括支援センター センター長 田中 誠康 氏
ファシリテーター 地域生活支援センター あ～ち 地域づくりコーディネーター 加藤 鮎美 氏

光が丘子ども家庭支援センター 主任相談員/ヤングケアラーコーディネーター 浅沼 寿実氏
参加者 子育て総合支援センター 吉原・宮向・子育て総合支援センターにヤングケアラーコーディネーターを配置

→令和5年4月より、従来の家庭相談員1名に加え、ヤングケアラーコーディネーターを1名、また主任１名の
新規配置に伴い、相談体制を増強。

資料１

これまでの専門部会について 令和５年度の取組状況について

相談支援体制
・教員を対象とした研修会の実施
→日々子どもたちと接し、家族以外の身近な大人である教員を対象とした研修会を実施した。
講師：北海道ヤングケアラー相談サポートセンター長 加藤高一郎 様
対象：教員
参加人数：３２名（小学校：１３校１８名、中学校：９校１２名、高校：２校２名）
実施日：７月２７日
方法：各校より２名程度を参集し、講演形式で実施。

R4 R5

家庭相談員 １名 ２名

保育士 １名 １名（主任）

臨床心理士 ２名 ２名

作業療法士 １名 １名

育児支援員 １名 ２名

合計 ６名 ８名 ・研修会に参加できなかった教員への対応として、研修時の映像及び資料の公開
→７月２７日に実施した研修会は、録画を行い、教員が閲覧可能なクラウド上に映像と資料を合わせ
て公開し、各自で研修してもらうよう各学校へ周知した。

R3 R4 R5 備 考

何らかのケアをしていて生活に支障のある児童 17人 18人 16人 R5の内訳（要対協10、教育相談6）



令和５年度 ヤングケアラーに関する専門部会

令和５年度の取組状況について

・ハンドブックの配布について
→道よりヤングケアラーハンドブックの積極的な活用について依頼があり、児童生徒の認知度向上に向け
指導室を通じて各学校に周知済み。

資料２

特別育児支援ヘルパーについて

目的
家事及び育児の支援を行うことで、子育て家庭の身体的及び精神的負担を軽
減し、保護者の養育やヤングケアラーの支援に資するとともに、児童の見守
りを行う。

支援内容

・家事
・育児
・その他必要な家事及び育児
・家族の保育所や病院等の送迎
・保護者や児童の相談支援
・母子保健や子育て支援施策等の情報提供

派遣時間等
・午前８時～午後６時
・１日１回２時間を上限
・派遣回数については、岩見沢市子育て支援推進会議にて決定

費用 無料

・ホームページでの周知について
→新たにヤングケアラーに関するページを作成し、子育て総合支援センターのページにもリンクを追加。

今後について
→令和４年度より、ヤングケアラーの支援について皆様にご協議いただき、今年度からヤングケアラーコーディ
ネーターを配置する等、大まかな相談体制を整えることができました。今後は、実際に相談があった際に対応を
進めていくことになります。来年度も研修会の実施を継続し、その中で特に要望のあった事例検証を取り入れ
るなどし行っていきます。また、研修対象者の拡大（介護サービスのケアマネジャーや障害者サービスの相談支
援事業所職員など）、啓蒙啓発についても継続して進めて行きます。

・支援策について
→ヤングケアラー及び家庭への支援として特別育児支援ヘルパーを派遣し、状況の改善を目指す。

・パンフレット等の配布について
→岩見沢市内各学校にポスター・パンフレットを配布。

・広報誌での周知について
→広報いわみざわ2023年12月号にヤングケアラーに関する記事を掲載。

・主任児童委員を対象とした研修会の実施予定
→ヤングケアラーへの正しい知識の習得と早期発見のため主任児童委員を対象とした研修会を実施
予定。
講師：光が丘子ども家庭支援センター 主任相談員 浅沼 寿実 様
対象：主任児童委員
実施日：１２月２２日
方法：主任児童委員部会の研修会テーマとして、ヤングケアラーをテーマに実施予定。

・放課後児童クラブ等職員を対象とした研修会の実施
→ヤングケアラーへの正しい知識の習得と早期発見のため、放課後児童クラブ指導員等を対象とした
研修会を実施した。
講師：北海道ヤングケアラー相談サポートセンター長 加藤高一郎 様
対象：児童館厚生員、放課後児童クラブ指導員・補助員
参加人数：64名（対象69名中64名参加 参加率93％）
実施日：１１月１日
方法：厚生員等研修会のテーマとして、ヤングケアラーをテーマに実施。


